
10

20

JP 7586343 B2 2024.11.19

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7586343号

(P7586343)
(24)登録日　令和6年11月11日(2024.11.11)(45)発行日　令和6年11月19日(2024.11.19)

(54)【発明の名称】　警報方法および警報システム

(51)国際特許分類
　   Ａ６１Ｂ 5/00 (2006.01)

ＦＩ
　Ａ６１Ｂ 5/00 １０２Ａ 　　　

(21)出願番号　 特願2023-556090(P2023-556090)
(86)(22)出願日　 令和3年11月1日(2021.11.1)
(86)国際出願番号　 PCT/JP2021/040242
(87)国際公開番号　 WO2023/073988
(87)国際公開日　 令和5年5月4日(2023.5.4)

審査請求日　 令和5年12月28日(2023.12.28)

(73)特許権者　 000003997
日産自動車株式会社
神奈川県横浜市神奈川区宝町２番地

(74)代理人　 100086232
弁理士　小林  博通

(74)代理人　 100092613
弁理士　富岡  潔

(72)発明者　 山崎  翔太
神奈川県厚木市森の里青山１－１  日産 
自動車株式会社  知的財産部内

(72)発明者　 弓削  健太郎
神奈川県厚木市森の里青山１－１  日産 
自動車株式会社  知的財産部内

(72)発明者　 甲斐  臣恭
神奈川県厚木市森の里青山１－１  日産 

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 見 守 り 対 象 者 の 体 調 不 良 、 疾 病 ま た は 怪 我 の 危 険 度 の 判 断 に 用 い ら れ る 情 報 と し て 前 記  
見 守 り 対 象 者 の 生 体 情 報 お よ び 前 記 見 守 り 対 象 者 の 周 囲 の 環 境 情 報 の 少 な く と も １ つ を 取  
得 し 、
　 こ の 取 得 さ れ た 情 報 に 基 づ い て 前 記 見 守 り 対 象 者 の 体 調 不 良 、 疾 病 ま た は 怪 我 に 関 す る  
危 険 度 を 算 出 し 、
　 こ の 算 出 さ れ た 危 険 度 の 程 度 に 基 づ い て 前 記 見 守 り 対 象 者 の 体 調 不 良 、 疾 病 ま た は 怪 我  
に 関 す る 警 報 の 範 囲 を 変 え る 、 警 報 方 法 に お い て 、
　 複 数 の 見 守 り 対 象 者 の 位 置 情 報 を 取 得 し 、
　 前 記 位 置 情 報 に 基 づ い て 、 各 見 守 り 対 象 者 の 周 囲 に 存 在 す る 見 守 り 対 象 者 の 人 数 で あ る  
周 囲 人 数 を 算 出 し 、
　 前 記 周 囲 人 数 が 少 な い ほ ど 前 記 警 報 の 範 囲 の 閾 値 を 低 く 設 定 す る こ と を さ ら に 含 む 、 警  
報 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 生 体 情 報 の 履 歴 を 記 録 し 、
　 前 記 生 体 情 報 の 履 歴 に 基 づ い て 前 記 警 報 の 範 囲 の 閾 値 を 変 更 す る こ と を さ ら に 含 む 、 請  
求 項 １ に 記 載 の 警 報 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 生 体 情 報 は 、 前 記 見 守 り 対 象 者 の 心 拍 数 、 皮 膚 温 度 、 血 圧 、 発 汗 量 、 運 動 強 度 、 身  

請求項の数　8　（全10頁）
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長 、 体 重 お よ び 体 脂 肪 率 の い ず れ か １ つ ま た は こ れ ら の ２ つ 以 上 の 組 み 合 わ せ で あ る 、 請  
求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 警 報 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 環 境 情 報 は 、 温 度 、 湿 度 、 風 速 、 日 射 量 、 輻 射 熱 お よ び 天 候 の い ず れ か １ つ ま た は  
こ れ ら の ２ つ 以 上 の 組 み 合 わ せ で あ る 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 警 報 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 見 守 り 対 象 者 お よ び ／ ま た は 前 記 警 報 の 範 囲 に 含 ま れ る 人 が 有 す る 携 帯 端 末 に 前 記  
警 報 の 通 知 を 送 信 す る こ と を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 警 報 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 見 守 り 対 象 者 の 体 調 不 良 、 疾 病 ま た は 怪 我 に 関 す る 警 報 を 通 知 す る 警 報 シ ス テ ム で あ っ  
て 、
　 前 記 見 守 り 対 象 者 の 生 体 情 報 お よ び 前 記 見 守 り 対 象 者 の 周 囲 の 環 境 情 報 の 少 な く と も １  
つ を 取 得 す る 情 報 取 得 部 と 、
　 前 記 情 報 取 得 部 に よ り 取 得 さ れ た 情 報 に 基 づ い て 前 記 見 守 り 対 象 者 の 体 調 不 良 、 疾 病 ま  
た は 怪 我 に 関 す る 危 険 度 を 算 出 す る 危 険 度 算 出 部 と 、
　 前 記 危 険 度 算 出 部 に よ り 算 出 さ れ た 前 記 危 険 度 の 程 度 に 基 づ い て 前 記 警 報 を 通 知 す る 警  
報 通 知 手 段 と 、
　 複 数 の 見 守 り 対 象 者 の 位 置 情 報 を 取 得 す る 位 置 情 報 取 得 部 と 、
　 前 記 位 置 情 報 取 得 部 に よ り 取 得 さ れ た 位 置 情 報 に 基 づ い て 、 各 見 守 り 対 象 者 の 周 囲 に 存  
在 す る 見 守 り 対 象 者 の 人 数 で あ る 周 囲 人 数 を 算 出 す る 周 囲 人 数 算 出 部 と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 警 報 通 知 手 段 は 、 前 記 危 険 度 の 程 度 に よ っ て 前 記 警 報 の 範 囲 を 変 え 、
　 前 記 危 険 度 算 出 部 は 、 前 記 周 囲 人 数 が 少 な い ほ ど 前 記 警 報 の 範 囲 の 閾 値 を 低 く 設 定 す る  
、 警 報 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 周 囲 人 数 は 、 各 見 守 り 対 象 者 の 位 置 に 対 す る 前 記 周 囲 に 存 在 す る 見 守 り 対 象 者 の 位  
置 に 基 づ い て 算 出 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 警 報 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 周 囲 人 数 は 、 同 じ 作 業 エ リ ア で 作 業 す る 見 守 り 対 象 者 の 数 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載  
の 警 報 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 見 守 り 対 象 者 の 体 調 不 良 、 疾 病 ま た は 怪 我 に 関 す る 危 険 度 を 算 出 し 、 こ の 危  
険 度 に 基 づ い て 警 報 を 通 知 す る 警 報 方 法 お よ び 警 報 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 許 文 献 １ は 、 熱 中 症 に よ る 体 調 不 良 に 関 す る 警 報 を 通 知 す る 警 報 方 法 を 開 示 し て い る  
。 こ の 警 報 方 法 で は 、 作 業 者 で あ る 見 守 り 対 象 者 の 体 温 等 の 生 体 情 報 や 湿 度 等 の 環 境 情 報  
に 基 づ い て 見 守 り 対 象 者 の 熱 中 症 を 判 断 し 、 こ の 熱 中 症 に 関 す る 警 報 を 当 該 見 守 り 対 象 者  
本 人 や そ の 周 囲 で 作 業 す る 他 の 見 守 り 対 象 者 に 通 知 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 警 報 方 法 で は 、 作 業 エ リ ア 内 の 見 守 り 対 象 者 お よ び そ の 周 囲 の 見 守 り 対 象 者  
の 熱 中 症 を 減 少 さ せ る こ と は 可 能 で あ る が 、 作 業 エ リ ア の 外 部 に 存 在 す る 監 督 者 や 医 療 者  
が 熱 中 症 の 見 守 り 対 象 者 に 対 し て 適 切 な 時 期 に 適 度 な 処 置 を 施 す こ と が で き な い 虞 が あ っ  
た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 １ で は 、 見 守 り 対 象 者 の 疾 病 や 怪 我 つ い て の 判 断 や 通 知 に つ い て は 何 ら  
配 慮 さ れ て い な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 本 発 明 は こ の よ う な 課 題 に 着 目 し て な さ れ た も の で あ り 、 見 守 り 対 象 者 の 体 調 不 良 、 疾  
病 ま た は 怪 我 に 対 し て 適 切 な 時 期 に 適 度 な 処 置 を 施 す こ と が 可 能 な 警 報 方 法 お よ び 警 報 シ  
ス テ ム を 提 供 す る も の で あ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 文 献 】 特 許 第 ５ ０ ２ ２ ５ ０ ６ 号
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 警 報 方 法 に お い て 、 見 守 り 対 象 者 の 体 調 不 良 、 疾 病 ま た は 怪 我 の 危 険 度 の 判  
断 に 用 い ら れ る 情 報 と し て 見 守 り 対 象 者 の 生 体 情 報 お よ び 見 守 り 対 象 者 の 周 囲 の 環 境 情 報  
の 少 な く と も １ つ を 取 得 し 、 こ の 取 得 さ れ た 情 報 に 基 づ い て 見 守 り 対 象 者 の 体 調 不 良 、 疾  
病 ま た は 怪 我 に 関 す る 危 険 度 を 算 出 し 、 こ の 算 出 さ れ た 危 険 度 の 程 度 に 基 づ い て 見 守 り 対  
象 者 の 体 調 不 良 、 疾 病 ま た は 怪 我 に 関 す る 警 報 の 範 囲 を 変 え る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 見 守 り 対 象 者 の 体 調 不 良 、 疾 病 ま た は 怪 我 に 対 し て 適 切 な 時 期 に 適 度  
な 処 置 を 施 す こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 図 １ 】 一 実 施 例 の 警 報 シ ス テ ム の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 一 実 施 例 の 警 報 シ ス テ ム を 用 い た 警 報 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ３ 】 第 ２ 実 施 例 の 警 報 シ ス テ ム の 概 略 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 の 一 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ は 、 工 場 の 作 業 者 で あ る 個 々 の 見 守 り 対 象 者 Ｐ １ に 対 し て 体 調 不 良 の １ つ の 症 状 で  
あ る 熱 中 症 に つ い て の 危 険 度 を 算 出 し 、 こ の 算 出 さ れ た 危 険 度 の 程 度 に 基 づ い て 警 報 の 範  
囲 を 変 え る 警 報 シ ス テ ム を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま ず 、 熱 中 症 と は 、 高 温 多 湿 の 環 境 下 で 運 動 や 仕 事 の 作 業 を 行 う と き に 体 内 の 水 分 が 発  
汗 に よ り 失 わ れ 、 体 内 の 水 分 と 塩 分 と の バ ラ ン ス が 崩 れ る こ と で 、 体 内 の 調 整 機 能 が 低 下  
す る こ と に よ り 発 症 す る 症 状 で あ り 、 例 え ば め ま い 、 頭 痛 、 痙 攣 （ 熱 痙 攣 ） 、 失 神 （ 熱 失  
神 ） 等 の 症 状 が 挙 げ ら れ る 。 例 え ば 、 熱 痙 攣 は 、 高 温 多 湿 の 環 境 下 で の 運 動 や 作 業 時 に 皮  
膚 温 度 が 上 昇 し た と き に 、 発 汗 作 用 が 促 進 さ れ 、 体 内 の 水 分 と 塩 分 と の バ ラ ン ス が 崩 れ る  
こ と に よ り 生 じ る 。 ま た 、 熱 失 神 は 、 同 じ く 高 温 多 湿 の 環 境 下 で の 運 動 や 作 業 時 に 皮 膚 温  
度 が 上 昇 し た と き に 、 心 拍 数 が 増 加 し 、 こ れ に 伴 い 、 皮 膚 血 管 拡 張 反 応 が 促 進 さ れ て 血 液  
の 流 速 が 低 下 す る こ と で 血 液 が 脳 へ と 流 れ 難 く な る こ と に よ り 生 じ る 。 熱 痙 攣 や 熱 失 神 を  
含 む 熱 中 症 は 、 自 分 で は 気 づ き 難 く 、 ま た 、 適 切 な 時 期 に 適 度 な 処 置 を 施 す の が 難 し い も  
の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 警 報 シ ス テ ム は 、 手 首 の 周 囲 に 装 着 可 能 な 携 帯 端 末 で あ る ウ ェ ア ラ ブ ル ウ ォ ッ チ １ （ 以  
下 、 「 ウ ォ ッ チ １ 」 と 呼 ぶ ） と 、 ク ラ ウ ド サ ー バ 上 に 設 け ら れ 、 ウ ォ ッ チ １ か ら 送 信 さ れ  
た 情 報 の 履 歴 を 記 録 す る 情 報 履 歴 記 録 部 ２ と 、 ク ラ ウ ド サ ー バ 上 に 設 け ら れ 、 ウ ォ ッ チ １  
か ら 送 信 さ れ た 情 報 に 基 づ い て 熱 中 症 の 危 険 度 を 算 出 す る 危 険 度 算 出 部 ３ と 、 該 危 険 度 算  
出 部 ３ で 算 出 さ れ た 危 険 度 の 程 度 に 基 づ い て 警 報 を 通 知 す る 警 報 通 知 手 段 で あ る 警 報 器 ５  
と 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ウ ォ ッ チ １ は 、 心 拍 数 セ ン サ 、 皮 膚 温 度 セ ン サ 、 血 圧 セ ン サ 、 発 汗 セ ン サ 、 温 度 セ ン サ  
、 湿 度 セ ン サ お よ び 加 速 度 セ ン サ を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 温 度 セ ン サ お よ び 湿 度  
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セ ン サ は 、 ウ ォ ッ チ １ で は な く 、 工 場 内 の 適 当 な 位 置 、 例 え ば 見 守 り 対 象 者 Ｐ １ の 近 傍 の  
位 置 に 設 け ら れ て も 良 い 。 ウ ォ ッ チ １ は 、 見 守 り 対 象 者 Ｐ １ の 熱 中 症 の 危 険 度 の 判 断 に 用  
い ら れ る 情 報 を 取 得 す る 情 報 取 得 部 ４ を 有 し て い る 。 情 報 取 得 部 ４ は 、 見 守 り 対 象 者 Ｐ １  
の 生 体 情 報 、 本 実 施 例 で は 心 拍 数 （ 心 拍 数 の 平 均 値 ） お よ び 加 速 度 を 取 得 す る 生 体 情 報 取  
得 部 ４ ａ と 、 見 守 り 対 象 者 Ｐ １ の 周 囲 の 環 境 情 報 、 本 実 施 例 で は 温 度 お よ び 湿 度 を 取 得 す  
る 環 境 情 報 取 得 部 ４ ｂ と 、 を 有 し て い る 。 な お 、 生 体 情 報 取 得 部 ４ ａ お よ び 環 境 情 報 取 得  
部 ４ ｂ は 、 必 ず し も ウ ォ ッ チ １ に 内 蔵 さ れ て い る 必 要 は な く 、 ク ラ ウ ド サ ー バ 上 に 設 け ら  
れ て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 生 体 情 報 は 、 ウ ォ ッ チ １ の 起 動 時 に 計 測 さ れ る 起 動 時 生 体 情 報 、 例 え ば 、 心 拍 数 、 皮 膚  
温 度 、 血 圧 、 発 汗 量 お よ び 運 動 強 度 と 、 見 守 り 対 象 者 Ｐ １ の 基 礎 的 生 体 情 報 、 例 え ば 身 長  
、 体 重 お よ び 体 脂 肪 率 と 、 見 守 り 対 象 者 Ｐ １ の 作 業 負 荷 を 判 断 す る の に 用 い ら れ る 加 速 度  
と 、 か ら 基 本 的 に 構 成 さ れ る が 、 こ れ ら の パ ラ メ ー タ の う ち 少 な く と も １ つ ま た は ２ つ 以  
上 の 組 み 合 わ せ が 用 い ら れ れ ば 良 い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 な お 、 血 圧 に 関 し て は 、 例 え ば 高 血 圧 の 人 は 塩 分 を 控 え る こ と が 多 く 、 ま た 、 体 が 塩 分  
と 水 分 の バ ラ ン ス を 維 持 す る た め に 、 控 え ら れ た 塩 分 に 対 し て 過 剰 な 水 分 を 体 外 に 排 出 す  
る の で 、 高 血 圧 の 人 は 平 均 的 な 血 圧 の 人 よ り も 体 内 の 水 分 量 が 少 な く な る 傾 向 に あ る 。 従  
っ て 、 高 血 圧 の 人 は 高 温 多 湿 の 環 境 下 で 作 業 す る と 発 汗 に よ り 水 分 を 失 い 、 塩 分 と 水 分 と  
の バ ラ ン ス を 崩 す こ と で 熱 中 症 の １ つ の 症 状 で あ る 熱 痙 攣 に な り 易 い の で 、 熱 中 症 に 関 連  
す る 生 体 情 報 と し て 血 圧 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 運 動 強 度 は 、 運 動 の 負 荷 や き つ さ を 示 す も の で あ り 、 心 拍 数 に 基 づ い て 算 出 さ れ  
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 環 境 情 報 は 、 温 度 （ 気 温 ） 、 湿 度 、 風 速 、 日 射 量 、 輻 射 熱 お よ び 天 候 か ら 基 本 的 に 構 成  
さ れ る が 、 こ れ ら の パ ラ メ ー タ の う ち 少 な く と も １ つ ま た は ２ つ 以 上 の 組 み 合 わ せ が 用 い  
ら れ れ ば 良 い 。 風 速 、 日 射 量 、 輻 射 熱 お よ び 天 候 は 、 ウ ォ ッ チ １ に イ ン ス ト ー ル さ れ た ア  
プ リ ケ ー シ ョ ン か ら 取 得 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 情 報 履 歴 記 録 部 ２ は 、 生 体 情 報 取 得 部 ４ ａ か ら 送 信 さ れ た 心 拍 数 お よ び 加 速 度 の 履 歴 と  
、 環 境 情 報 取 得 部 ４ ｂ か ら 送 信 さ れ た 温 度 お よ び 湿 度 の 履 歴 を 記 録 し 、 こ の 記 録 さ れ た 履  
歴 を 危 険 度 算 出 部 ３ に 送 信 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 危 険 度 算 出 部 ３ は 、 生 体 情 報 取 得 部 ４ ａ か ら 送 信 さ れ た 心 拍 数 お よ び 加 速 度 と 、 環 境 情  
報 取 得 部 ４ ｂ か ら 送 信 さ れ た 温 度 お よ び 湿 度 と に 基 づ い て 、 熱 中 症 に 関 す る 危 険 度 を 算 出  
す る 。 つ ま り 、 危 険 度 算 出 部 ３ は 、 心 拍 数 、 加 速 度 、 温 度 お よ び 湿 度 を 総 合 的 に 評 価 し て  
熱 中 症 に 関 す る １ つ の 危 険 度 を 例 え ば ０ ～ １ ０ ０ ま で の 数 値 と し て 数 値 化 す る こ と に よ り  
危 険 度 を 算 出 し て い る 。 こ の 危 険 度 は 、 心 拍 数 、 加 速 度 、 温 度 お よ び 湿 度 の そ れ ぞ れ が 大  
き く な る ほ ど 高 く な る 。 よ り 詳 細 に は 、 温 度 お よ び 湿 度 が 比 較 的 高 い 高 温 多 湿 の 環 境 下 で  
は 心 拍 数 が 上 昇 し 易 く 、 ま た 加 速 度 が 大 き い と き に は 仕 事 の 負 荷 も 高 く 、 心 拍 数 が 上 昇 す  
る の で 、 上 述 し た よ う に 皮 膚 血 管 拡 張 反 応 が 促 進 さ れ る こ と で 血 液 が 脳 に 移 動 し 難 く な り  
、 熱 中 症 の １ つ の 症 状 で あ る 熱 失 神 が 生 じ 易 く な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 危 険 度 算 出 部 ３ は 、 算 出 さ れ た 危 険 度 が 「 危 険 無 」 、 「 小 」 、 「 中 」 お よ び 「 大  
」 の い ず れ か に 該 当 す る か を 判 定 す る 。 具 体 的 に は 、 危 険 度 算 出 部 ３ は 、 危 険 度 が 第 １ 閾  
値 よ り も 小 さ い 場 合 に は 、 危 険 度 が 「 危 険 無 」 で あ る と 判 定 す る 。 ま た 、 危 険 度 算 出 部 ３  
は 、 危 険 度 が 第 １ 閾 値 よ り も 大 き く 、 か つ 第 １ 閾 値 よ り も 大 き い 第 ２ 閾 値 以 下 で あ る と き  
に は 、 危 険 度 が 「 小 」 で あ る と 判 定 す る 。 ま た 、 危 険 度 算 出 部 ３ は 、 危 険 度 が 第 ２ 閾 値 よ  
り も 大 き く 、 か つ 第 ２ 閾 値 よ り も 大 き い 第 ３ 閾 値 以 下 の 場 合 に は 、 危 険 度 が 「 中 」 で あ る  
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と 判 断 す る 。 さ ら に 、 危 険 度 算 出 部 ３ は 、 危 険 度 が 第 ３ 閾 値 よ り も 大 き い 場 合 に は 、 危 険  
度 が 「 大 」 で あ る と 判 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 危 険 度 算 出 部 ３ は 、 危 険 度 が 第 １ 閾 値 以 下 と な る 場 合 、 危 険 度 が 第 １ 閾 値 よ り も  
大 き い と 判 定 さ れ た 後 に 第 ２ 閾 値 以 下 と な る 場 合 ま た は 危 険 度 が 第 ２ 閾 値 よ り も 大 き い と  
判 定 さ れ た 後 に 第 ３ 閾 値 以 下 と な る 場 合 （ 図 ２ 参 照 ） に 、 情 報 履 歴 記 録 部 ２ か ら の 心 拍 数  
、 加 速 度 、 温 度 お よ び 湿 度 の 履 歴 に 基 づ い て 第 １ ～ 第 ３ 閾 値 を 変 更 す る 。 つ ま り 、 危 険 度  
算 出 部 ３ は 、 上 述 の 場 合 に 、 警 報 の 範 囲 を 決 定 す る た め の 第 １ ～ 第 ３ 閾 値 を 、 心 拍 数 の 個  
人 差 と 、 暑 熱 順 化 即 ち 体 が 熱 に 慣 れ る こ と と を 踏 ま え た 値 に 変 更 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 警 報 器 ５ は 、 危 険 度 算 出 部 ３ で の 危 険 度 の 判 定 に 基 づ い て 警 報 の 範 囲 を 変 え る 。 よ り 詳  
細 に は 、 危 険 度 算 出 部 ３ で 危 険 度 が 「 危 険 無 」 と 判 定 さ れ た 場 合 に は 、 警 報 器 ５ は 作 動 し  
な い 。 ま た 、 危 険 度 算 出 部 ３ で 危 険 度 が 「 小 」 と 判 定 さ れ た 場 合 に は 、 警 報 器 ５ は 、 見 守  
り 対 象 者 Ｐ １ 本 人 の ウ ォ ッ チ １ に 警 報 を 通 知 す る 。 ま た 、 危 険 度 算 出 部 ３ で 危 険 度 が 「 中  
」 と 判 定 さ れ た 場 合 に は 、 警 報 器 ５ は 、 見 守 り 対 象 者 Ｐ １ の 監 督 者 、 つ ま り 、 見 守 り 対 象  
者 Ｐ １ の 上 長 で あ っ て 見 守 り 対 象 者 Ｐ １ に 指 示 を 出 し 、 工 程 管 理 を 行 う 者 に 警 報 を 通 知 す  
る 。 ま た 、 危 険 度 算 出 部 ３ で 危 険 度 が 「 大 」 と 判 定 さ れ た 場 合 に は 、 警 報 器 ５ は 、 医 療 所  
つ ま り 医 療 行 為 を 行 う 場 所 や 、 医 療 者 つ ま り 医 療 に 関 す る 免 許 を 有 し 、 医 療 行 為 を 行 う 者  
に 警 報 を 通 知 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 図 ２ を 参 照 す る こ と に よ り 、 本 実 施 例 の 警 報 シ ス テ ム を 用 い た 警 報 方 法 に つ い て  
説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま ず 、 ス テ ッ プ Ｓ １ に お い て 、 生 体 情 報 取 得 部 ４ ａ は 心 拍 数 お よ び 加 速 度 を 取 得 し 、 環  
境 情 報 取 得 部 ４ ｂ は 温 度 お よ び 湿 度 を 取 得 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ に お い て 、 危 険 度 算 出 部 ３ は 心 拍 数 、 加 速 度 、 温 度 お よ び 湿 度 に 基  
づ い て 、 熱 中 症 に 対 す る 危 険 度 を 算 出 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 危 険 度 の 算 出 後 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ に お い て 、 算 出 さ れ た 危 険 度 を 第 １ 閾 値 と 比 較 す る  
。 危 険 度 が 第 １ 閾 値 以 下 の 場 合 に は 、 危 険 度 算 出 部 ３ は 危 険 度 が 「 危 険 無 」 で あ る と 判 定  
し 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ に 移 行 し て 情 報 履 歴 記 録 部 ２ か ら 心 拍 数 、 加 速 度 、 温 度 お よ び 湿 度 の 履  
歴 を 取 得 し 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ で こ の 履 歴 に 基 づ い て 第 １ ～ 第 ３ 閾 値 を 変 更 し て か ら 、 ス テ  
ッ プ Ｓ １ へ 戻 る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 危 険 度 が 第 １ 閾 値 よ り も 大 き い 場 合 に は 、 危 険 度 算 出 部 ３ は 危 険 度 が 「 小 」 で あ  
る と 判 定 し 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ に お い て 、 警 報 器 ５ は 、 見 守 り 対 象 者 Ｐ １ 本 人 に 警 報 を 通 知 す  
る 。 こ れ に よ り 、 見 守 り 対 象 者 Ｐ １ は 、 水 分 補 給 を す る 、 休 息 を と る 等 に よ り 熱 中 症 に 対  
し て 処 置 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ に お い て 、 危 険 度 を 第 ２ 閾 値 と 比 較 す る 。 危 険 度 が 第 ２ 閾 値 以 下 の  
場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ に 移 行 し て 情 報 履 歴 記 録 部 ２ か ら 心 拍 数 、 加 速 度 、 温 度 お よ び 湿  
度 の 履 歴 を 取 得 し 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ で こ の 履 歴 に 基 づ い て 第 １ ～ 第 ３ 閾 値 を 変 更 し て か ら  
、 ス テ ッ プ Ｓ １ へ 戻 る 。 ま た 、 危 険 度 が 第 ２ 閾 値 よ り も 大 き い 場 合 に は 、 危 険 度 算 出 部 ３  
は 危 険 度 が 「 中 」 で あ る と 判 定 し 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ に お い て 、 警 報 器 ５ は 、 監 督 者 に 警 報 を  
通 知 す る 。 つ ま り 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ に お い て 、 警 報 器 ５ は 、 監 督 者 が 有 す る 携 帯 端 末 、 例 え  
ば 、 ウ ェ ア ラ ブ ル ウ ォ ッ チ 、 ス マ ー ト フ ォ ン 等 に 警 報 を 通 知 す る 。 こ れ に よ り 、 監 督 者 は  
、 見 守 り 対 象 者 Ｐ １ に 熱 中 症 に 対 す る 指 示 を 出 す 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ に お い て 、 危 険 度 を 第 ３ 閾 値 と 比 較 す る 。 危 険 度 が 第 ３ 閾 値 以 下 の  
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場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ に 移 行 し て 情 報 履 歴 記 録 部 ２ か ら 心 拍 数 、 加 速 度 、 温 度 お よ び 湿  
度 の 履 歴 を 取 得 し 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ で こ の 履 歴 に 基 づ い て 第 １ ～ 第 ３ 閾 値 を 変 更 し て か ら  
、 ス テ ッ プ Ｓ １ へ 戻 る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 危 険 度 が 第 ３ 閾 値 よ り も 大 き い 場 合 に は 、 危 険 度 算 出 部 ３ は 危 険 度 が 「 大 」 で あ  
る と 判 定 し 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ に お い て 、 警 報 器 ５ は 医 療 所 や 医 療 者 に 警 報 を 通 知 す る 。 つ ま  
り 、 警 報 器 ５ は 、 医 療 所 や 医 療 者 が 有 す る 携 帯 端 末 、 例 え ば 、 ウ ェ ア ラ ブ ル ウ ォ ッ チ 、 ス  
マ ー ト フ ォ ン 等 に 警 報 を 通 知 す る 。 こ れ に よ り 、 医 療 所 や 医 療 者 は 、 工 場 に 救 急 車 を 手 配  
す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 述 し た よ う に 、 本 実 施 例 で は 、 危 険 度 算 出 部 ３ は 、 情 報 取 得 部 ４ に よ っ て 取 得 さ れ た  
心 拍 数 、 加 速 度 、 温 度 お よ び 湿 度 を 総 合 的 に 評 価 し て 数 値 化 す る こ と で 熱 中 症 に 関 す る 危  
険 度 を 算 出 し 、 こ の 算 出 さ れ た 危 険 度 を 第 １ ～ 第 ３ 閾 値 と 比 較 す る こ と で 危 険 度 の 「 小 」  
、 「 中 」 ま た は 「 大 」 を 判 定 す る 。 そ し て 、 危 険 度 が 「 小 」 で あ る と 判 定 さ れ た 場 合 に は  
、 警 報 器 ５ は 見 守 り 対 象 者 Ｐ １ 本 人 に 警 報 を 通 知 し 、 危 険 度 が 「 中 」 で あ る 場 合 に は 、 警  
報 器 ５ は 監 督 者 に 警 報 を 通 知 し 、 ま た 、 危 険 度 が 「 大 」 で あ る 場 合 に は 、 警 報 器 ５ は 医 療  
所 や 医 療 者 に 警 報 を 通 知 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の よ う に 心 拍 数 、 加 速 度 、 温 度 お よ び 湿 度 を 総 合 的 に 評 価 し て 個 々 人 に 適 し た 熱 中 症  
の 危 険 度 を 判 定 す る こ と で 、 見 守 り 対 象 者 Ｐ １ に 対 し て 適 切 な 時 期 に 適 度 な 措 置 を 施 す こ  
と が で き る 。 よ り 詳 細 に は 、 仮 に 心 拍 数 、 加 速 度 、 温 度 ま た は 湿 度 の い ず れ か １ つ が 第 ２  
閾 値 よ り も 大 き い と き に 監 督 者 に 警 報 を 通 知 す る 場 合 に は 、 監 督 者 は 、 熱 中 症 ま で 至 っ て  
い な い 見 守 り 対 象 者 Ｐ １ を 通 知 す る 誤 報 の た め に 何 度 も 作 業 場 に 行 か な け れ ば な ら な い が  
、 本 実 施 例 の よ う に 危 険 度 を 算 出 す る こ と で 、 監 督 者 は 、 熱 中 症 で あ る 可 能 性 が 非 常 に 高  
い 見 守 り 対 象 者 Ｐ １ に 対 し て 必 要 最 低 限 の 確 認 を す れ ば 良 い 。 ま た 、 仮 に 心 拍 数 、 加 速 度  
、 温 度 ま た は 湿 度 の い ず れ か １ つ が 第 ３ 閾 値 よ り も 大 き い と き に 医 療 所 や 医 療 者 に 警 報 を  
通 知 す る 場 合 に は 、 誤 報 に よ り 救 急 車 の 不 要 な 出 動 が 多 く な っ て し ま う が 、 本 実 施 例 の よ  
う に 危 険 度 を 算 出 す る こ と で 、 措 置 が 必 要 な と き だ け 救 急 者 を 出 動 さ せ れ ば 良 い 。 従 っ て  
、 監 督 者 、 医 療 所 や 医 療 者 の 業 務 の 負 担 を 軽 減 し な が ら 、 熱 中 症 で あ る 可 能 性 が 高 い 見 守  
り 対 象 者 Ｐ １ に 対 し て 効 率 的 に 措 置 を 施 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 心 拍 数 、 加 速 度 、 温 度 お よ び 湿 度 に 対 し て 重 み 付 け を 適 度 に 加 え る よ う に す れ ば  
、 見 守 り 対 象 者 Ｐ １ に 対 し て さ ら に 効 率 的 に 措 置 を 施 す こ と が で き る 。 例 え ば 暑 熱 順 化 し  
た 見 守 り 対 象 者 Ｐ １ に 対 し て 温 度 の 重 み 付 け を 低 く し て 、 心 拍 数 の 重 み 付 け を 高 く す れ ば  
、 見 守 り 対 象 者 Ｐ １ の 熱 中 症 の 危 険 度 の 算 出 の 精 度 が 向 上 す る の で 、 誤 報 の 回 数 を 減 ら し  
つ つ 、 監 督 者 、 医 療 所 や 医 療 者 が 見 守 り 対 象 者 Ｐ １ に 対 し て よ り 効 率 的 に 措 置 を 施 す こ と  
が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 さ ら に 、 本 実 施 例 で は 、 危 険 度 算 出 部 ３ は 、 生 体 情 報 で あ る 心 拍 数 お よ び 加 速 度 の 履 歴  
に 基 づ い て 、 警 報 の 範 囲 を 決 定 す る た め の 第 １ ～ 第 ３ 閾 値 を 変 更 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の た め 、 第 １ ～ 第 ３ 閾 値 が 作 業 時 の 見 守 り 対 象 者 Ｐ １ の 心 拍 数 の 個 人 差 を 踏 ま え た 値  
と な る の で 、 個 々 の 見 守 り 対 象 者 Ｐ １ の 熱 中 症 の 危 険 度 が 精 度 良 く 算 出 さ れ る 。 従 っ て 、  
熱 中 症 に 関 す る 警 報 の 誤 報 を 減 ら し 、 監 督 者 、 医 療 所 や 医 療 者 の 負 担 を 軽 減 す る こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 本 実 施 例 で は 、 環 境 情 報 で あ る 温 度 お よ び 湿 度 の 履 歴 に 基 づ い て 、 警 報 の 範 囲 を  
決 定 す る た め の 第 １ ～ 第 ３ 閾 値 を 変 更 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の た め 、 第 １ ～ 第 ３ 閾 値 が 見 守 り 対 象 者 Ｐ １ の 暑 熱 順 化 を 考 慮 し た 値 と な る の で 、 暑  
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さ に 強 い 見 守 り 対 象 者 Ｐ １ に 対 し て 第 １ ～ 第 ３ 閾 値 が 高 め に 設 定 さ れ る 。 従 っ て 、 監 督 者  
、 医 療 所 や 医 療 者 が 熱 中 症 の 見 守 り 対 象 者 Ｐ １ に 対 し て 措 置 を 施 す 回 数 が 減 少 し 、 監 督 者  
等 の 負 担 を 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ３ は 、 第 ２ 実 施 例 の 警 報 シ ス テ ム を 概 略 的 に 示 し て い る 。 第 ２ 実 施 例 で は 、 １ 人 の 見  
守 り 対 象 者 Ｐ １ と 、 該 見 守 り 対 象 者 の 周 囲 で 作 業 す る 複 数 、 本 実 施 例 で は ３ 人 の 見 守 り 対  
象 者 Ｐ ２ と が 居 る 状 況 で 、 上 記 １ 人 の 見 守 り 対 象 者 Ｐ １ の 熱 中 症 の 危 険 度 が 算 出 さ れ る 。  
ま た 、 本 実 施 例 で は 、 Ｇ Ｐ Ｓ ６ と 、 位 置 情 報 取 得 部 ７ と 、 周 囲 人 数 算 出 部 ８ と が 新 た に 設  
け ら れ て い る 。 さ ら に 、 本 実 施 例 で は 、 上 記 一 実 施 例 の 危 険 度 の 程 度 を 示 す 「 中 」 が 、 後  
述 す る 第 ４ 閾 値 に よ っ て 「 中 小 」 お よ び 「 中 大 」 に 細 分 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 Ｇ Ｐ Ｓ ６ は 、 工 場 内 で 作 業 す る 複 数 の 見 守 り 対 象 者 、 つ ま り １ 人 の 見 守 り 対 象 者 Ｐ １ お  
よ び そ の 周 囲 の ３ 人 の 見 守 り 対 象 者 Ｐ ２ の 位 置 を 検 出 し 、 位 置 情 報 取 得 部 ７ に 送 信 す る 。  
ま た 、 Ｇ Ｐ Ｓ ６ を 用 い る 代 わ り に 、 Ｂ ｌ ｕ ｅ ｔ ｏ ｏ ｔ ｈ （ 登 録 商 標 ） や ビ ー コ ン を 用 い て  
見 守 り 対 象 者 Ｐ １ ， Ｐ ２ の 位 置 を 取 得 し 、 位 置 情 報 取 得 部 ７ へ 送 信 す る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 位 置 情 報 取 得 部 ７ は 、 ウ ォ ッ チ １ に 設 け ら れ て お り 、 Ｇ Ｐ Ｓ ６ に よ っ て 検 出 さ れ た ４ 人  
の 見 守 り 対 象 者 Ｐ １ ， Ｐ ２ の 位 置 を 取 得 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 周 囲 人 数 算 出 部 ８ は 、 位 置 情 報 取 得 部 ７ の ４ 人 の 見 守 り 対 象 者 Ｐ １ ， Ｐ ２ の 位 置 に 基 づ  
い て 、 １ 人 の 見 守 り 対 象 者 Ｐ １ の 周 囲 に 居 る 見 守 り 対 象 者 Ｐ ２ の 周 囲 人 数 を 算 出 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 危 険 度 算 出 部 ３ は 、 周 囲 人 数 算 出 部 ８ か ら 取 得 し た 周 囲 人 数 に 基 づ い て 第 １ ～ 第 ４ 閾 値  
を 変 更 す る 。 例 え ば 、 周 囲 人 数 が ３ 人 の 場 合 に は 、 周 囲 人 数 が １ ， ２ 人 の 場 合 と 比 べ て 、  
熱 中 症 の 検 出 対 象 と な る １ 人 の 見 守 り 対 象 者 Ｐ １ の 熱 中 症 の 見 落 と し が 少 な く な る か ら 、  
第 １ ～ 第 ４ 閾 値 が 比 較 的 高 い 値 に 設 定 さ れ る 。 一 方 、 周 囲 人 数 が １ 人 の 場 合 に は 、 周 囲 人  
数 が ２ ， ３ 人 の 場 合 と 比 べ て 、 上 記 １ 人 の 見 守 り 対 象 者 Ｐ １ の 熱 中 症 の 見 落 と し が 多 く な  
る か ら 、 第 １ ～ 第 ４ 閾 値 が 比 較 的 低 い 値 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 危 険 度 算 出 部 ３ は 、 心 拍 数 、 加 速 度 、 温 度 お よ び 湿 度 に 基 づ い て 算 出 さ れ た 危 険  
度 が 第 ２ 閾 値 よ り も 大 き く 、 か つ 第 ２ 閾 値 よ り も 大 き い 第 ４ 閾 値 以 下 の 場 合 に は 、 危 険 度  
が 「 中 小 」 で あ る と 判 定 す る 。 ま た 、 危 険 度 算 出 部 ３ は 、 危 険 度 が 第 ４ 閾 値 よ り も 大 き く  
、 か つ 第 ４ 閾 値 よ り も 小 さ い 第 ３ 閾 値 以 下 の 場 合 に は 、 危 険 度 が 「 中 大 」 で あ る と 判 定 す  
る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 上 述 し た よ う に 、 本 実 施 例 で は 、 周 囲 人 数 算 出 部 ８ は 、 複 数 の 見 守 り 対 象 者 Ｐ １ ， Ｐ ２  
の 位 置 情 報 に 基 づ い て 、 １ 人 の 見 守 り 対 象 者 Ｐ １ の 周 囲 に 存 在 す る 見 守 り 対 象 者 Ｐ ２ の 人  
数 で あ る 周 囲 人 数 を 算 出 す る 。 そ し て 、 危 険 度 算 出 部 ３ は 、 算 出 さ れ た 周 囲 人 数 に 基 づ い  
て 、 警 報 の 範 囲 を 決 定 す る 第 １ ～ 第 ３ 閾 値 を 変 更 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ の た め 、 周 囲 人 数 が 比 較 的 多 い 場 合 に は 、 周 囲 の 見 守 り 対 象 者 Ｐ ２ が 熱 中 症 の 見 守 り  
対 象 者 Ｐ １ を 発 見 し 、 対 処 し 易 く な る の で 、 第 １ ～ 第 ４ 閾 値 を 高 め に 設 定 す る こ と で 、 監  
督 者 、 医 療 所 や 医 療 者 の 負 担 を 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 第 ３ 実 施 例 で は 、 上 記 各 実 施 例 と 異 な り 、 疾 病 の １ つ の 症 状 で あ る 心 筋 梗 塞 に つ  
い て の 危 険 度 を 算 出 し 、 こ の 算 出 さ れ た 危 険 度 の 程 度 に 基 づ い て 警 報 の 範 囲 を 変 え る 。 本  
実 施 例 で は 、 危 険 度 算 出 部 は 、 生 体 情 報 取 得 部 に よ っ て 取 得 さ れ る 加 速 度 、 心 拍 数 お よ び  
血 圧 を 総 合 的 に 評 価 し て 数 値 化 す る こ と で 心 筋 梗 塞 に つ い て の 危 険 度 を 算 出 す る 。 こ こ で  
、 パ ラ メ ー タ と し て 加 速 度 、 心 拍 数 お よ び 血 圧 を 用 い る の は 、 例 え ば 加 速 度 が ゼ ロ で あ る  
状 態 が 所 定 の 時 間 継 続 し た 場 合 に は 、 見 守 り 対 象 者 が 工 場 内 の 作 業 エ リ ア で 倒 れ て い る 可  
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能 性 が あ り 、 こ の よ う な 状 況 で 心 拍 数 お よ び 血 圧 が 比 較 的 高 け れ ば 、 見 守 り 対 象 者 が 心 筋  
梗 塞 を 発 症 し て い る 虞 が あ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 第 ３ 実 施 例 に お け る 危 険 度 の 算 出 お よ び 警 報 の 通 知 は 、 上 記 一 実 施 例 の 図 ２ に 示  
し た フ ロ ー チ ャ ー ト と 同 様 の 手 順 で 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 第 ４ 実 施 例 で は 、 上 記 各 実 施 例 と 異 な り 、 怪 我 の １ つ の 症 状 で あ る 腰 痛 に つ い て  
の 危 険 度 を 算 出 し 、 こ の 算 出 さ れ た 危 険 度 の 程 度 に 基 づ い て 警 報 の 範 囲 を 変 え る 。 本 実 施  
例 で は 、 危 険 度 算 出 部 は 、 生 体 情 報 取 得 部 に よ っ て 取 得 さ れ る 加 速 度 を 用 い て 腰 痛 に つ い  
て の 危 険 度 を 算 出 す る 。 こ こ で 、 パ ラ メ ー タ と し て 加 速 度 を 用 い る の は 、 例 え ば 比 較 的 重  
い 製 品 を 上 下 に 動 か す 作 業 を す る 見 守 り 対 象 者 は 、 こ の 作 業 を 伴 わ な い 見 守 り 対 象 者 と 比  
較 し て 加 速 度 が 増 加 す る こ と が 多 く 、 こ の 増 加 し た 加 速 度 の 状 態 が 所 定 の 時 間 に わ た っ て  
継 続 さ れ れ ば 、 腰 に 掛 か る 負 担 を 予 測 す る こ と が で き る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 第 ４ 実 施 例 に お け る 危 険 度 の 算 出 お よ び 警 報 の 通 知 は 、 上 記 一 実 施 例 の 図 ２ に 示  
し た フ ロ ー チ ャ ー ト と 同 様 の 手 順 で 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 上 記 各 実 施 例 で は 、 心 拍 数 お よ び 加 速 度 を 含 む 生 体 情 報 と 、 温 度 お よ び 湿 度 を 含 む 環 境  
情 報 と に 基 づ い て 警 報 の 範 囲 を 変 え る 例 を 説 明 し た が 、 生 体 情 報 ま た は 環 境 情 報 の み に 基  
づ い て 警 報 の 範 囲 を 変 え る よ う に し て も 良 い 。 例 え ば 生 体 情 報 で あ る 心 拍 数 に 関 し て は 、  
上 述 し た よ う に 熱 中 症 の １ つ の 症 状 で あ る 熱 失 神 を 判 断 す る の に 適 し て い る の で 、 生 体 情  
報 の み で あ っ て も 熱 中 症 の 危 険 度 を 判 定 す る こ と が で き る 。 ま た 、 例 え ば 環 境 情 報 で あ る  
温 度 に 関 し て は 、 例 え ば 工 場 の 溶 接 エ リ ア で は 、 組 み 立 て エ リ ア 等 の 他 の エ リ ア と 比 べ て  
高 温 の 環 境 下 で 作 業 す る 必 要 が あ り 、 こ の 高 温 を 考 慮 し て 工 場 内 の 温 度 の 情 報 に 基 づ い て  
閾 値 を 適 宜 設 定 す る こ と に よ り 、 環 境 情 報 の み で あ っ て も 熱 中 症 の 危 険 度 を 判 定 す る こ と  
が で き る 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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